
４
月
の
消
費
税
増
税
を

契
機
に
、
住
宅
着
工
件
数
、

新
車
登
録
台
数
、
大
口
電

力
需
要
で
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
有
効
求
人
倍

率
も
１
を
割
り
込
ん
だ
。

増
税
の
影
響
が
強
く
出
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
本
市

経
済
へ
の
影
響
は
。

厚
生
労
働
省
の
４
月
の

勤
労
統
計
で
、
実
質
賃
金

指
数
は
前
年
同
月
比
で
３

・
１
％
の
下
落
と
な
っ

た
。
消
費
税
増
税
に
伴
う

物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
。
賃
金
は

長
期
間
低
下
傾
向
に
あ

り
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

も
増
加
し
、
年
金
の
引
き

下
げ
も
含
め
家
計
収
入
の

減
少
と
貧
困
・
格
差
拡
大

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
賃
金
・
家
計
収
入

の
実
態
、
正
規
雇
用
労
働

者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
実
態
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
の
経
済
動
向

を
見
る
場
合
、
賃
金
や
雇

用
実
態
の
統
計
も
必
要
。

市
民
の
生
活
実
態
こ
そ
重

要
。
経
済
動
向
の
指
標
と

し
て
加
え
て
行
く
べ
き
。
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日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
総
括
質
問
で
、
日
本
共

11
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
地
域
経
済
の
動
向
、
②
農
業

問
題
、
③
北
部
地
区
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
土
地
取
得
、

④
文
化
会
館
改
築
、
⑤
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。（
答
弁
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
）

地
域
経
済
の
動
向
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
支
払
い
支

援
は
、
農
地
・
水
保
全
管

理
支
払
交
付
金
が
資
源
向

上
支
払
に
組
替
え
、
名
称

変
更
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
農
業
施
設
の

維
持
に
は
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
後
「
担
い

手
不
足
」
を
理
由
に
し
た

規
模
拡
大
や
、
農
業
法
人
、

株
式
会
社
の
参
入
な
ど
が

行
わ
れ
る
と
、
地
域
の
小

中
規
模
農
家
が
「
生
産
か

ら
撤
退
」
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
農
道
・
水
路
な

ど
の
農
業
施
設
の
管
理
が

よ
り
一
層
困
難
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

家
族
農
業
を
基
本
と
し

た
地
域
農
業
の
維
持
発
展

農
業
問
題
に
つ
い
て

を
図
る
こ
と
こ
そ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
地
域
に
住
み

続
け
ら
れ
農
業
も
維
持
さ

れ
て
い
く
と
考
え
る
。
そ

う
し
た
視
点
で
の
農
業
振

興
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
土
地
取
得

市
内
覚
岸
寺
の
土
地
約

１
・
５
㌶
の
土
地
を
鶴
岡

市
開
発
公
社
が
約
３
億
円

を
か
け
て
購
入
・
造
成

し
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
賃
貸
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
借

り
手
の
見
通
し
、
企
業
数

や
地
元
雇
用
予
定
数
な
ど

そ
の
見
通
し
は
。

北
部
地
区
の
開
発
は
最

終
的
に
は
バ
イ
オ
集
積
地

域
と
し
て

・
５
㌶
を
予

21

定
し
て
い
る
が
、
開
発
公

社
の
所
有
す
る
土
地
で
未

利
用
で
残
っ
て
い
る
土
地

は
大
山
工
業
団
地
だ
け
で

も

・
９
㌶
あ
る
。
本
来

15
こ
れ
ら
の
活
用
も
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

文
化
会
館
改
築
に
つ
い
て

入
札
辞
退
、
入
札
申
請

ゼ
ロ
と
い
う
２
度
に
わ
た

る
契
約
不
成
立
で
、
市
の

責
任
を
問
う
声
も
少
な
く

な
い
。
こ
う
し
た
結
果
を

招
い
た
原
因
は
、
設
計
価

格
と
施
工
価
格
の
乖
離
に

あ
る
。
こ
の
隔
た
り
を
生

ん
だ
調
査
及
び
そ
の
解
消

の
努
力
を
ど
う
さ
れ
て
き

た
の
か
。

今
日
の
公
共
事
業
を
巡

る
問
題
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
に
よ
る
公
共
事
業
の

異
常
な
積
み
増
し
が
あ

る
。
相
場
価
格
の
高
騰
、

建
設
労
働
者
の
不
足
・
労

務
単
価
の
上
昇
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
設
計
単

価
に
生
か
さ
れ
ず
、
現
場

労
働
者
ま
で
行
き
渡
っ
て

い
な
い
。
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
も
機
能
せ
ず
現
場
の
施

工
価
格
に
正
し
く
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
公
共
事
業
の
価

格
設
定
の
あ
り
方
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

１
回
目
の
入
札
辞
退
を

受
け
て
、
設
計
段
階
で
地

元
業
者
が
あ
ま
り
リ
ス
ク

を
抱
え
な
い
建
設
手
法
も

考
慮
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
い
じ
め

の
問
題
に
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
安
全
や

安
心
で
あ
る
べ
き
学
校
で

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学

び
、
生
活
で
き
な
い
こ
と

は
深
刻
な
問
題
だ
。
い
じ

め
問
題
へ
の
取
り
組
み
は

緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

政
府
は
法
律
を
つ
く
り

条
例
や
対
策
が
義
務
づ
け

て
対
処
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
い

じ
め
問
題
の
解
決
を
教
育

と
し
て
働
き
か
け
る
も
の

で
な
く
、
子
ど
も
の
行
動

を
縛
る
こ
と
で
図
ろ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
や
り
方

で
は
根
本
的
な
解
決
に
は

な
ら
な
い
。

教
職
員
の
「
多
忙
化
」

解
消
に
努
め
、
子
ど
も
に

向
き
合
え
る
条
件
整
備
を

行
う
な
ど
、
子
ど
も
の
命

と
人
権
を
守
り
抜
く
と
い

う
教
育
の
原
則
を
確
立
し

て
こ
そ
、
い
じ
め
根
絶
に

接
近
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
中
心
に
据
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
道

徳
教
育
や
規
範
意
識
で
は

な
く
、
人
権
教
育
だ
。

３
月
議
会
の
一
般
質
問

に
対
し
て
「
庄
内
論
語
教

育
」
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、

論
語
は
封
建
社
会
を
土
台

と
し
身
分
差
別
、
男
女
差

別
を
前
提
と
し
た
儒
教
の

教
え
で
あ
り
ふ
さ
わ
し
い

か
疑
問
だ
。

人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
誰
も
侵
す

こ
と
の
出
来
な
い
人
と
し

て
の
権
利
、
い
わ
ゆ
る
人

権
教
育
を
し
っ
か
り
と
位

置
づ
け
て
、
人
間
関
係
の

な
か
で
自
ら
が
学
び
醸
成

し
高
め
合
っ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
教
育
的
指
導
こ

そ
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。



日
開
会
さ
れ
た
鶴
岡

11
市
議
会
６
月
定
例
会
に
提

出
さ
れ
た
請
願
は
、
「
治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
法
（
仮
称
）
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

関
す
る
請
願
」
（
治
安
維

持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要

求
同
盟
鶴
岡
田
川
支
部
長

戸
村
昌
也
）
と
「
手
話
言

語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
」
（
山
形
県
聴
覚
障
害

者
協
会
会
長
小
野
善
邦
）

の
２
件
で
す
。

◇

◇

◇

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

の
請
願
は
、
治
安
維
持
法

に
よ
っ
て
政
治
的
・
宗
教

的
理
由
に
よ
っ
て
迫
害
を

受
け
た
人
々
に
謝
罪
と
賠

償
を
求
め
る
も
の
で
す
。

紹
介
議
員
は
共
産
党
市

議
団
の
加
藤
太
一
議
員
と

無
会
派
の
田
中
宏
議
員
で

す
。山

形
県
に
関
わ
る
犠
牲

者
は
、
現
在
わ
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
４
５
９
人
、

鶴
岡
市
に
関
わ
る
犠
牲
者

は
、
斎
藤
秀
一
氏
（
言
語

学
者
）
、
秋
山
直
吉
氏
（
農

民
運
動
の
指
導
者
）
、
石

川
恒
四
郎
氏
（
戦
後
鶴
岡

南
高
校
長
な
ど
）
、
阿
部

正
雄
氏
（
戦
後
西
郷
中
学

校
な
ど
で
教
師
）
、
太
田

伝
内
氏
（
後
に
藤
島
町
長

四
期
）
池
田
勇
作
氏
（
鶴

岡
生
ま
れ
・
作
家
）
な
ど

人
い
ま
す
。

58
全
国
の
地
方
議
会
で
は

３
９
５
の
市
町
村
・
区
議

会
で
、
県
内
で
は
山
形
市

・
米
沢
市
・
大
石
田
町
な

ど

市
町
議
会
で
、
「
治

16
安
維
持
法
犠
牲
者
の
救
済

を
求
め
る
こ
と
は
人
道
上

の
問
題
解
決
に
資
す
る
こ

と
だ
か
ら
公
益
に
該
当
す

る
」
と
し
て
、
ま
た
『
早

く
解
決
す
べ
き
問
題
だ
』

と
し
て
採
択
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
」
と
し
て
、

鶴
岡
市
議
会
に
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

同
盟
は
こ
れ
ま
で
、
鶴

岡
市
議
会
に
１
９
９
３
年

（
平
成
５
）
年
以
降
５
回

の
請
願
を
提
出
し
ま
し
た

が
、い
ず
れ
も
不
採
択
で
、

今
回
の
請
願
は
６
回
目
と

な
り
ま
す
。

庄
内
で
は
、三
川
町
（
２

０
１
１
（
平
成

）
年
９

23

月
議
会
）
と
庄
内
町
（
２

０
１
２
（
平
成

）
年

24

12

月
議
会
）
が
採
択
し
て
い

ま
す
。

鶴
岡
市
議
会
で
は

日
18

（
水
）

時
か
ら
総
務
常

10

任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

傍
聴
が
で
き
ま
す
。

工
藤

博
司

非
正
規
労
働
者
の
増
加
を
つ
く
り
出

し
、
今
ま
た
、
一
生
生
涯
派
遣
労
働
に

縛
り
つ
け
る
し
く
み
を
図
り
、
そ
の
上

大
企
業
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
残
業
代

ゼ
ロ
を
も
く
ろ
む
安
倍
政
権
。
そ
の
張

本
人
を
メ
ー
デ
ー
集
会
に
来
賓
と
し
て

招
く
或
る
巨
大
労
組
（
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
挿
し
絵
と
は
別
の
組
織
）
。
ま
さ
に
信

じ
難
い
現
象
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。し

か
も
こ
の
巨
大
中
央
労
組
は
、
メ

ー
デ
ー
即
ち
五
月
一
日
開
催
の
歴
史
的

積
み
上
げ
を
放
棄
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
、
四
月
下
旬
開
催
を
続
け
て
い
る
。

メ
ー
デ
ー
発
祥
の
意
義
は
、
歴
史
的
時
間
（
年
月
日
）
と
切
り
離
せ
な
い
筈

な
の
に
な
ん
と
も
い
い
か
げ
ん
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ど
う
ご
ま
か
そ
う
と
、
現
実
は
何
よ
り
雄
弁
で
あ
る
。
厚

生
労
働
省
の
発
表
に
曰
く
、
基
本
賃
金
を
示
す
「
所
定
内
給
与
」
は
、
四
月
で

い
わ

ヶ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
。

25
働
ら
く
者
の
く
ら
し
は
、
闘
い
の
中
で
こ
そ
切
り
開
か
れ
る
。

（画・加藤貞雄）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月4日入札分

・区画線設置工事(その１)（中野京田地内ほか）
(株)石川鶴岡営業所 2,280,000円（2,299,000円）工期～8/29（落札率99.2％）
・中道線道路改良工事（宝町地内）
山形工業(株) 2,950,000円（3,685,000円）工期～8/22（落札率80.1％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月4日入札分

・平成25年災第4757号市道温俣一霞線道路災害復旧工事（山五十川地内）
山形工業(株) 4,900,000円（5,508,000円）工期～8/29（落札率89.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月4日入札分

・市公共下水道事業 汚水1Ｉ013～022－2号新設工事（湯田川地内）
(株)佐藤工務 47,000,000円（48,356,000円）工期～12/12（落札率97.2％）

5月22日落札決定保留分
・市公共下水道事業 汚水4004～4070号新設工事（加茂地内）
山形工業(株) 21,500,000円（25,939,000円）工期～12/26（落札率82.9％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月4日入札分

・市道小在家大杉線地質調査業務（黒川地内）
(株)ダイヤコンサルタント山形事務所

3,000,000円（3,355,000円）期間～9/1（落札率89.4％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月4日入札分

・松尾今野線道路改良工事(その２)（羽黒町荒川地内）
エスケイ建設(有) 2,350,000円（3,079,000円）工期～7/31（落札率76.3％）
・松尾今野線道路改良工事(その１)（羽黒町松尾地内）
(有)すずき 2,145,000円（2,832,000円）工期～7/31（落札率75.7％）

り
組
み
が
延
べ
７
０
０
名

を
超
え
て
大
き
く
成
功
し

た
こ
と
な
ど
、
「
こ
の
一

年
間
の
活
動
」
を
総
括
、

安
倍
政
権
が
進
め
る
「
事

７
日
、
国
民

救
援
会
鶴
岡
支

部
の
第

回
定

32

期
大
会
が
開
か

れ
、
関
徹
市
議

が
来
賓
と
し
て

出
席
し
連
帯
挨

拶
を
行
い
ま
し

た
。大

会
は
、
名

張
毒
ぶ
ど
う
酒

事
件
を
扱
っ
た

映
画
「
約
束
」

上
映
運
動
の
取

実
上
の
９
条
改
憲
」
、
警

察
国
家
づ
く
り
な
ど
と
た

た
か
う
方
針
を
確
立
し
ま

し
た
。


